
１
月
９
日
、
箱
崎
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
「
粋
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
、
全
国
で
約
１
２

３
万
人
、
中
央
区
で
は
７
７
４
人
（
１

／
１
現
在
）
で
し
た
。

若
者
が
直
面
す
る
き
び
し
い
現
実

長
時
間
労
働
と
低
賃
金
は
、
若
者
に

と
っ
て
極
め
て
深
刻
で
す
。

学
生
に
は
学
費
負
担
が
重
く
の
し
か

か
り
、
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
で
や
り

く
り
し
て
も
手
元
に
残
る
食
費
は
わ
ず

か
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
若
者
が｢

働
き
続
け
ら
れ
る
か｣

｢

奨
学
金
を
返
せ
る
か｣

｢

老
後
の
年
金
は

も
ら
え
る
か｣

と
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ

う
に
、
学
費
・
奨
学
金
、
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
な
ど
若
者
が
直
面
す
る
課
題
は
、
社

会
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
あ
る
社
会
を
一
緒
に
作
ろ
う
！

昨
年
、
「
18
歳
選
挙
権
」
が
ス
タ
ー

ト
し
、
若
者
の
声
を
政
治
に
届
け
る
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
つ
ど
い
に

参
加
す
る
新
成
人
へ
心
か
ら
の
お
祝
い

の
言
葉
と
と
も
に
、
「
全
国
で
安
倍
政

権
と
対
決
す
る
野
党
と
市
民
の
共
闘
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
の
参
院

選
、
10
月
の
新
潟
県
知
事
選
で
は
、
野

党
と
市
民
が
本
気
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

勝
利
で
き
る
結
果
を
示
し
ま
し
た
。
こ

の
流
れ
を
強
く
大
き
く
す
れ
ば
、
希
望

あ
る
日
本
へ
の
道
が
展
望
で
き
ま
す
」

「
党
創
立
95
周
年
を
迎
え
た
日
本
共
産

党
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に

す
す
め
、
若
い
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、
希
望
あ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

細
野
真
理
東
京
２
区
青
年
雇
用
対
策

室
長
も
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。
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右
は
、
当
日
配
付
さ
れ
た
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
。
写
真
は
、
新
成
人
へ
の
お
祝
い
の
気

持
ち
を
歌
っ
た
佃
中
学
校
生
徒
の
合
唱
。
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ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）に

心
配
し
て
い
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故

が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
の
12
月
13
日
午
後
９
時
30
分
ご

ろ
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
の
米
海
兵
隊
普

天
間
基
地
所
属
の
垂
直
離
着
陸
機
「
Ｍ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
」
１
機
が
、
名
護
市

安
部
の
沿
岸
か
ら
約
80
メ
ー
ト
ル
の
浅

瀬
に
墜
落
し
、
機
体
が
大
破
し
ま
し
た
。

乗
組
員
５
人
は
全
員
が
救
助
さ
れ
、

２
人
が
負
傷
。
米
海
軍
病
院
に
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。

14
日
、
翁
長
雄
志
知
事
は
、
外
務
省

沖
縄
事
務
所
と
沖
縄
防
衛
局
の
担
当
者

を
県
庁
に
呼
び
、
厳
し
く
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
中
止
と

配
備
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

墜
落
は
集
落
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル

こ
の
事
故
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
米

軍
嘉
手
納
基
地
の
特
殊
作
戦
機
Ｍ
Ｃ
１

３
０
か
ら
空
中
給
油
を
受
け
る
訓
練
中

に
起
き
ま
し
た
。

墜
落
現
場
は
、
民
家
が
並
ぶ
集
落
か

ら
数
百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
重
大
事
故
の
可

能
性
も
あ
り
、
沖
縄
県
内
で
は
各
地
で

抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段
階
の
１
９
９

０
年
代
か
ら
墜
落
な
ど
重
大
事
故
を
続

発
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
国
内
で
の
重

大
事
故
は
２
０
１
２
年
12
月
の
配
備
以

来
、
初
め
て
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
、
東
京
の
米
空
軍
横

田
基
地
な
ど
本
土
で
も
訓
練
・
配
備
計

画
が
あ
る
た
め
、
沖
縄
県
だ
け
で
な
く

日
本
全
国
で
不
安
や
配
備
撤
回
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

米
軍
司
令
官
は
占
領
意
識
丸
出
し

許
せ
な
い
の
は
、
在
沖
縄
米
軍
ト
ッ

プ
の
ニ
コ
ル
ソ
ン
第
３
海
兵
遠
征
軍
司

令
官
が
、
こ
の
墜
落
事
故
に
関
し
て
、

14
日
に
行
わ
れ
た
安
慶
田
光
男
沖
縄
県

副
知
事
と
の
会
談
で
、
墜
落
機
が
浅
瀬

に
着
水
し
た
こ
と
で
「
住
宅
上
空
を
飛

ば
な
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
さ
れ
る
べ
き

だ
」
「
飛
行
士
は
英
雄
だ
」
と
語
っ
た

こ
と
で
す
。

ま
さ
に
、
米
軍
基
地
を
押
し
つ
け
て

い
る
「
占
領
意
識
」
を
丸
出
し
に
し
た

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

無
責
任
な
米
軍
に
追
従
す
る
政
府

事
故
の
６
日
後
に
は
訓
練
を
再
開
し
、

１
月
６
日
に
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
空
中

給
油
訓
練
の
再
開
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
空
中
給
油
訓
練
の
再
開
は
、

給
油
ホ
ー
ス
が
オ
ス
プ
レ
イ
の
プ
ロ
ペ

ラ
に
接
触
し
た
原
因
を
完
全
に
特
定
す

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
故
か
ら
３
週
間
あ
ま
り
の
短
期

間
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

政
府
は
、
米
軍
の
特
権
を
保
障
す
る

日
米
地
位
協
定
の
壁
に
阻
ま
れ
て
原
因

究
明
の
「
蚊
帳
の
外
」
に
置
か
れ
、
独

自
の
情
報
を
全
く
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
の
に
、
米
軍
の
説
明
を
「
理

解
」
し
て
き
た
政
府
は
、
ま
っ
た
く
無

責
任
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
や
る
こ
と
は
何
で
も
賛

成
で
、
「
日
米
同
盟
の
た
め
」
と
言
わ

れ
た
ら
、
思
考
停
止
に
な
る
の
が
、
い

ま
の
日
本
の
外
交
で
す
。

こ
の
異
常
な
ア
メ
リ
カ
へ
の
「
従
属

体
制
」
を
改
め
て
、
対
等
・
平
等
・
友

好
の
日
米
関
係
に
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

墜落し大破したオスプレイの機体の一部を調べる米兵

＝14日、沖縄県名護市（しんぶん「赤旗」より）

「オスプレイの配備・訓練の反対を求める請願」

に日本共産党以外の会派が反対

2014年７月８日の企画総務委員会で、区民などから

提出された「米軍新型輸送機オスプレイの配備撤回と

全国での低空飛行訓練中止を求める意見書の採択を

求める請願」の採決が行われましたが、日本共産党以

外の会派が反対したため、採択されませんでした。


